
と
お
願
い
し
家
に
引
き
返
し
、
子
供
の
た
め
に
と
毛
布
一
枚
持
っ

て
竜
山
駅
に
行
き
列
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
列
車
は

何
度
も
途
中
で
停
車
し
、
そ
れ
で
も
一
時
間
前
に
先
発
し
た
列
車

を
追
い
越
し
清
道
駅
に
着
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
機
関
車
故
障
と
の
こ
と
で
、
午
後
六
時
に
着

い
て
か
ら
翌
朝
に
な
っ
て
も
発
車
の
模
様
が
な
い
。
総
指
揮
官
か

ら
各
車
両
に
い
る
班
長
に
、
各
自
飯
盒
炊
さ
ん
し
腹
ご
し
ら
え
を

す
る
よ
う
に
と
の
命
令
。
食
事
を
済
ま
し
、
昨
夕
は
部
落
民
の
襲

撃
は
な
か
っ
た
が
今
夜
は
大
変
だ
と
心
配
に
な
り
、
対
策
協
議
を

し
て
い
る
と
、
午
前
十
一
時
駅
員
が
来
て
、
ど
う
も
故
障
で
は
な

い
よ
う
だ
、
少
し
金
を
渡
せ
ば
発
車
す
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
。
各

班
長
が
集
ま
り
相
談
の
結
果
、
一
世
帯
五
十
円
ず
つ
出
し
合
い
二

万
余
円
を
渡
す
と
十
分
後
に
ポ
ー
と
動
き
出
す
。
馬
鹿
げ
た
こ
と

で
、
機
関
士
と
駅
員
が
グ
ル
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

追
い
越
し
追
い
越
さ
れ
な
が
ら
各
列
車
は
釜
山
に
着
い
た
が
、

昨
日
の
引
き
揚
げ
者
も
検
査
に
時
間
が
か
か
り
ま
だ
乗
船
で
き
な

い
始
末
な
の
で
、
引
き
込
み
線
に
入
っ
て
い
る
と
、
夜
中
に
襲
撃

を
受
け
カ
メ
ラ
・
時
計
・
現
金
も
略
奪
さ
れ
る
等
、
そ
の
上
、
内

地
上
陸
後
の
落
ち
付
く
先
や
生
活
の
こ
と
な
ど
、
心
配
話
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

裸
の
人
生
行
路
　 

山
形
県
　
佐
藤
寅
蔵
　 

尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
、
昭
和
四
年
三
月
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
日
本
は
大
不
況
に
遭
遇
し
国
内
全
土
に
不
況
の
大
嵐

が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
官
吏
の
減
俸
、
会
社
企
業
で
は
従
業
員
の

解
雇
、
こ
れ
に
と
も
な
い
大
都
会
で
は
失
業
者
が
街
頭
に
あ
ふ
れ

て
い
た
。
そ
れ
に
東
北
で
は
冷
害
に
よ
る
農
作
物
の
凶
作
が
続
き

農
村
の
疲
弊
が
ど
ん
底
に
陥
り
、
年
貢
米
を
納
め
る
と
食
べ
る
米

が
無
く
悲
惨
な
状
況
で
あ
っ
た
。
又
、
小
学
校
で
は
欠
食
児
童
が

続
出
し
、
一
方
で
は
可
愛
い
我
が
娘
を
花
柳
界
へ
身
売
せ
る
も
の

が
続
出
し
て
い
た
こ
と
が
、
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
私
は

こ
ん
な
時
代
に
社
会
に
放
り
出
さ
れ
生
家
で
農
業
の
手
伝
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

私
は
五
人
兄
弟
の
末
子
に
生
れ
将
来
農
業
で
生
計
を
立
て
る
意

志
は
全
く
無
く
、
自
分
自
身
で
自
活
の
道
を
考
え
た
の
で
あ
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
受
験
勉
強
す
る
に
も
参
考
書
を
購
入
す
る
金
が

無
か
っ
た
。
幸
い
に
も
、
鉄
道
職
員
の
友
人
か
ら
受
験
参
考
書
を

貰
い
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
の
当
時
鉄
道
職
員
だ
け
年
に
一
度
新
規
採
用
を
し
て
い
た
。

不
況
に
よ
り
受
験
者
が
多
く
合
格
採
用
は
至
難
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年
に
、
数
年
前
か
ら
北
朝
鮮
へ
出
向
中
の
恩
師
が
帰
国

さ
れ
た
。
恩
師
は
そ
の
当
時
、
平
安
南
道
で
公
立
普
通
学
校
の
校

長
在
職
中
で
あ
っ
た
。
私
達
同
級
生
は
心
ば
か
り
の
歓
迎
会
を
催

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
席
で
恩
師
へ
朝
鮮
鉄
道
職
員
の
希
望
を
打

明
け
相
談
し
、
私
は
そ
の
時
渡
鮮
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

恩
師
は
帰
鮮
後
、
早
速
地
元
の
駅
等
で
調
査
し
受
験
模
様
を
詳

細
に
知
ら
せ
て
下
さ
っ
た
。
内
容
は
、
朝
鮮
鉄
道
で
も
年
に
一
度

採
用
試
験
を
行
う
が
、
数
人
の
採
用
に
受
験
者
が
多
く
か
な
り
の

難
関
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
直
ぐ
渡
鮮
し
た
か
っ
た
が
旅

費
が
無
く
そ
の
年
は
断
念
し
た
。
翌
、
昭
和
十
一
年
二
月
、
旅
費

の
一
部
を
知
人
よ
り
借
受
け
勇
躍
渡
鮮
し
た
の
で
あ
る
。
渡
鮮
後

は
受
験
期
日
ま
で
恩
師
の
家
に
居
候
を
し
、
受
験
準
備
を
し
た
の

で
あ
る
。
待
ち
に
待
っ
た
採
用
試
験
が
三
月
中
旬
頃
実
施
さ
れ
受

験
し
た
の
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
試
験
に
合
格
し
三
月
二
十
六
日

に
平
元
線
慈
山
駅
、
試
傭
駅
手
と
し
て
採
用
さ
れ
赴
任
し
た
。

私
も
初
め
て
実
社
会
へ
の
一
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

の
で
あ
る
。
同
年
六
月
十
一
日
付
、
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
傭
人
、

慈
山
駅
々
手
に
採
用
、
日
給
一
円
十
銭
を
給
す
る
、
の
辞
令
を
手

に
し
た
時
、
嬉
し
く
て
あ
の
心
境
は
筆
舌
に
表
す
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
只
々
恩
師
、
友
人
等
に
心
か
ら
感
謝
を
し
た
。
そ
れ
か

ら
数
年
後
、

順
調
に
資
格
昇
任
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

昭
和
十
五
年
に
は
結
婚
の
た
め
帰
国
し
、
極
く
内
輪
だ
け
の
結

婚
式
を
挙
げ
、
四
日
後
に
は
帰
鮮
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
六
月
に

平
壊
列
車
区
に
転
勤
と
な
り
、
後
に
京
義
線
順
安
駅
勤
務
と
な
る

が
精
一
杯
鉄
道
業
務
に
精
励
し
た
の
で
あ
る
。

朝
鮮
鉄
道
局
路
線
は
朝
鮮
全
道
に
広
が
り
、

朝
鮮
半
島
の
文
化
、

産
業
経
済
の
発
展
、
資
源
開
発
等
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
た
。
南
は
日
本
国
内
よ
り
関
釜
連
絡
船
で
接
続
し
、

北
は
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
線
と
接
続
し
、
一
方
は
満
洲
国
鉄
路

総
局
線
と
接
し
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
発
達
に
重
要
な
使
命
と
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
こ
と
に
京
釜
線
、
京
義
線
に
お
い
て
は
、
日
鮮
満

を
結
ぶ
交
通
の
大
動
脈
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
頃
か
ら
戦
争
地
域
も
次
第
に
拡
大
、
熾
烈
さ
が
増



大
し
て
来
た
。
陸
軍
々
部
で
は
隣
り
の
駅
付
近
に
、
平
壌
陸
軍
兵

器
補
給
廠
の
分
廠
に
当
る
、
弾
薬
の
填
薬
所
を
計
画
し
、
昭
和
十

八
年
当
初
か
ら
業
務
開
始
の
計
画
を
な
っ
て
い
た
。

こ
の
施
設
は
、

主
と
し
て
満
州
、
北
支
、
中
支
方
面
部
隊
へ
弾
薬
補
給
の
円
滑
を

期
す
る
た
め
の
重
大
な
る
施
設
で
あ
っ
た
。
施
設
の
名
称
は
、
平

壊
陸
軍
兵
器
補
給
廠
斧
山
面
■
薬
所
と
い
う
長
い
名
称
で
あ
っ
た
。

私
は
そ
の
筋
の
某
氏
の
勧
め
に
よ
り
こ
の
■
薬
所
へ
軍
属
と
し

て
転
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
十
八
年
一
月
に
赴
任
し
た
。

担
当
業
務
は
輸
送
係
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
戦
局
も

熾
烈
に
な
る
に
連
れ
て
、
弾
薬
輸
送
業
務
も
多
忙
と
な
っ
た
。
業

務
の
繁
忙
な
る
に
つ
れ
て
、
月
日
の
流
れ
も
早
く
い
つ
の
間
に
か

昭
和
二
十
年
の
旧
盆
に
入
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
午
後
遅
く
事
務
所
本
部
よ
り
全
員
集

合
命
令
が
出
さ
れ
た
。
私
は
何
か
し
ら
不
吉
な
予
感
を
抱
き
な
が

ら
集
合
し
た
。
そ
の
時
、
所
長
松
村
中
佐
か
ら
、
天
皇
陛
下
の
ラ

ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
の
終
戦
を
知
ら
さ
れ
、
未
だ
に
本
廠
か
ら
詳

細
な
命
令
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
後
ろ
か
ら
大
き
な

鉄
槌
で
頭
を
殴
ら
れ
た
思
い
で
あ
っ
た
。
夕
刻
退
庁
時
の
点
呼
の

際
明
旧
か
ら
業
務
停
止
の
伝
達
命
令
が
あ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

日
本
人
は
今
ま
で
誰
も
経
験
し
な
か
っ
た
悲
惨
な
体
験
と
苦
難

の
道
を
歩
く
こ
と
と
な
る
。
ま
さ
に
天
地
が
■
倒
し
た
の
だ
。
三

日
後
解
散
式
が
行
わ
れ
た
と
思
う
。
私
達
日
本
人
だ
け
は
ソ
連
へ

の
引
継
関
係
調
書
作
成
の
た
め
い
つ
も
の
と
お
り
出
勤
し
た
。

家
族
は
急
に
、
平
壌
陸
軍
部
隊
の
あ
っ
た
秋
乙
地
区
へ
移
動
集
結

命
令
が
出
て
、
官
舎
地
区
は
て
ん
や
わ
ん
や
の
大
騒
ぎ
で
移
動
し

た
。そ

れ
か
ら
間
も
な
く
朝
鮮
人
の
暴
動
が
方
々
で
起
き
、
日
本
人

財
産
等
の
掠
奪
騒
ぎ
が
起
っ
た
の
だ
。
何
時
の
間
に
か
道
端
の
電

柱
等
に
は
金
日
成
万
才
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
ら
れ
、
建
国
の
準
備
と

分
か
っ
た
。
私
達
は
引
継
関
係
業
務
完
了
後
直
ぐ
家
族
の
集
結
地

へ
移
動
し
合
流
を
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
日
常
生
活
は
、
一
軒
の
宿
舎
に
数
家
族
で
の
集
団

生
活
が
始
ま
っ
た
。
私
の
宿
舎
は
八
戸
世
帯
、
総
人
員
三
十
三
人

で
、
そ
の
責
任
者
と
し
て
私
が
指
名
さ
れ
た
。
八
月
二
十
五
日
頃

か
ら
は
、
ソ
連
軍
が
当
地
区
へ
進
駐
し
、
平
壌
部
隊
の
兵
舎
は
完

全
に
ソ
連
軍
兵
舎
と
変
っ
て
し
ま
っ
た
。

私
達
は
九
月
頃
か
ら
毎
日
、
ソ
連
軍
や
朝
鮮
保
安
隊
の
使
役
労

働
に
狩
り
出
さ
れ
た
。
帰
宅
時
に
は
使
役
の
代
償
と
し
て
黒
パ
ン



屑
を
貰
い
受
け
家
族
達
の
食
糧
に
充
当
し
た
の
で
あ
る
。

私
達
約
四
十
人
は
、
ソ
連
軍
経
済
部
、
洗
濯
工
場
へ
常
用
人
夫

と
し
て
働
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
定
職
に
就
い
て
い
な
い
日

本
人
は
、
十
一
月
末
頃
に
黄
海
に
面
し
た
鎮
南
浦
へ
移
動
さ
せ
ら

れ
た
。

私
の
仕
事
内
容
は
、
洗
濯
工
場
に
必
要
な
ボ
イ
ラ
ー
焚
き
の

火
夫
で
あ
っ
た
。
ボ
イ
ラ
ー
は
立
型
で
あ
っ
た
。
二
交
替
勤
務
の

た
め
火
夫
は
四
人
居
り
、
内
一
人
は
当
時
六
十
歳
近
い
方
で
今
ま

で
も
ボ
イ
ラ
ー
機
関
士
で
、
一
級
機
関
士
の
免
状
の
所
持
者
だ
っ

た
。
私
は
未
経
験
者
で
あ
り
約
半
月
位
は
毎
日
投
炭
訓
練
を
さ
せ

ら
れ
、
半
年
位
過
ぎ
た
頃
は
、
一
級
機
関
士
よ
り
上
達
し
ほ
め
ら

れ
た
。

妻
は
ミ
シ
ン
掛
け
と
し
て
働
い
た
。
勤
務
時
間
は
午
前
六
時
か

ら
と
午
後
二
時
の
二
交
替
勤
務
で
あ
っ
た
。
午
後
か
ら
勤
務
の
時

で
月
夜
の
晩
な
ど
は
、
休
憩
時
に
は
外
に
集
り
月
を
見
な
が
ら
、

此
の
月
は
故
郷
の
人
々
も
見
て
居
る
だ
ろ
う
し
、
又
故
郷
で
も
私

達
の
安
否
を
心
配
し
、
今
は
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
と
思
っ

て
い
る
だ
ろ
う
と
、
故
国
の
こ
と
を
偲
び
、
切
な
い
思
い
を
し
た

も
の
で
あ
る
。

私
達
は
日
本
人
会
を
通
じ
、
何
回
と
な
く
日
本
へ
の
引
揚
げ
を

ソ
連
当
局
に
陳
情
し
た
が
、
帰
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
と
う
と

う
二
十
一
年
の
夏
も
終
り
に
近
付
い
た
八
月
の
中
旬
頃
、
私
達
で

ソ
連
軍
経
理
部
の
責
任
者
で
あ
る
「
ミ
ロ
ク
ノ
フ
少
佐
」
へ
帰
国

許
可
を
請
願
し
た
の
で
あ
る
。
少
佐
は
、
今
直
ぐ
に
帰
す
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
朝
鮮
人
の
交
替
要
員
が
出
来
次
第
に
引
揚
げ
を
黙

認
す
る
と
の
解
答
を
得
た
の
で
、
私
達
は
非
常
に
嬉
し
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
引
揚
げ
脱
出
準
備
の
た
め
、
闇
ト
ラ
ッ
ク
の
契
約
、
そ

の
他
の
準
備
を
し
、
そ
の
時
期
を
待
機
し
た
の
で
あ
る
。
少
佐
は
、

八
月
三
十
日
遂
に
「
明
三
十
一
日
、
日
本
東
京
〝
ダ
モ
イ
〟
」
を

言
い
渡
し
た
の
で
あ
る
。

「
も
し
も
、
引
揚
げ
途
中
危
険
で
行
け
な
い
場
合
は
、
帰
っ
て

来
い
、
何
時
で
も
君
達
を
元
通
り
使
用
す
る
。
途
中
十
分
注
意
し

て
帰
っ
て
く
れ
、
君
達
は
長
い
期
間
、
良
く
真
面
目
に
働
い
て
く

れ
て
大
変
ご
苦
労
で
あ
っ
た
」
と
ね
ぎ
ら
わ
れ
、
私
達
一
同
は
少

佐
の
暖
い
心
情
に
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日
未
明
、
闇
ト
ラ
ッ
ク
に
総
員
一

〇
三
人
乗
車
し
、
秋
乙
地
区
を
後
に
し
南
へ
向
っ
て
出
発
し
た
。

平
壌
よ
り
開
城
ま
で
は
約
二
〇
〇
キ
ロ
位
の
距
離
で
あ
る
。
自
動
車



で
走
っ
て
直
ぐ
第
一
検
問
所
が
あ
り
、
保
安
隊
の
取
調
べ
を
受
け
所

持
品
の
一
部
を
没
収
さ
れ
、
約
一
時
間
の
間
に
数
回
保
安
隊
か
ら

取
調
べ
検
査
が
あ
り
そ
の
都
度
所
持
品
が
没
収
さ
れ
た
。
自
動
車

が
約
一
〇
〇
キ
ロ
位
の
所
で
、
運
転
手
は
、
と
て
も
こ
の
先
か
ら

は
自
分
も
危
険
を
と
も
な
う
た
め
運
転
出
来
な
い
の
で
、
下
車
す

る
と
言
わ
れ
、
交
渉
し
た
が
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
運
転
手

も
、
保
安
隊
よ
り
何
度
も
取
調
べ
ら
れ
叱
責
さ
れ
て
い
た
の
で
身

の
危
険
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。

私
達
は
止
む
を
得
ず
、
そ
の
付
近
の
部
落
か
ら
牛
車
を
雇
い
入

れ
、
子
供
と
老
人
を
乗
せ
、
そ
れ
以
外
の
者
は
徒
歩
で
行
く
こ
と

と
な
っ
た
。
途
中
の
部
落
で
は
数
回
、
朝
鮮
人
の
子
供
達
か
ら
小

石
を
投
げ
ら
れ
日
本
人
の
馬
鹿
野
郎
共
と
悪
口
を
言
わ
れ
た
が
、
後

の
仕
返
し
が
恐
ろ
し
く
抵
抗
は
出
来
な
か
っ
た
。
敗
戦
国
の
情
な

さ
、
残
念
さ
を
痛
切
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。
私
達
一
行
は
日
照
り

の
日
も
豪
雨
の
日
も
黙
々
と
行
進
を
続
け
、
日
没
に
な
れ
ば
橋
の

下
あ
る
い
は
畑
の
中
、
教
会
の
軒
下
等
で
野
宿
を
し
な
が
ら
三
十

八
度
線
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
間
二
回
、
若
者
達
か
ら
建

国
資
金
を
強
要
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
何
時
如
何
な
る
事
態
が

発
生
す
る
や
ら
計
り
知
れ
ず
、
毎
日
が
恐
怖
に
お
の
の
い
た
。

よ
う
や
く
三
十
八
度
線
近
く
に
辿
り
着
い
た
。
ソ
連
兵
達
は
眞

裸
で
陣
地
構
築
を
し
て
い
た
。
三
十
八
度
線
は
、
小
高
い
丘
を
越

え
た
小
川
が
国
境
で
あ
っ
た
。
丘
の
麓
に
は
、
又
検
問
所
が
あ
り
、

徹
底
的
厳
重
な
所
持
品
や
金
銭
の
検
査
が
あ
り
今
迄
隠
し
続
け
た

金
品
が
没
収
さ
れ
、
お
前
等
程
今
迄
に
金
品
を
持
っ
た
奴
は
い
な

か
っ
た
、
ふ
と
ど
き
千
万
な
奴
等
で
あ
る
と
脅
か
さ
れ
た
。
私
に
、

残
っ
た
所
持
品
は
、
鍋
一
個
、
水
筒
二
個
、
子
供
の
オ
シ
メ
数
枚

と
隠
し
通
し
た
僅
の
金
だ
け
で
あ
っ
た
。
三
十
八
度
線
の
丘
を
越

し
た
の
は
、
そ
の
日
も
大
分
日
暮
れ
に
近
づ
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
魔

の
国
境
を
、
幸
い
全
員
無
事
脱
出
し
た
時
は
皆
な
手
を
取
り
合
い

涙
を
流
し
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。

国
境
よ
り
数
百
メ
ー
ト
ル
の
処
に
、

日
本
人
会
の
世
話
役
の
方
が
出
迎
え
て
く
れ
私
達
の
無
事
脱
出
を

祝
福
し
て
く
れ
た
。
約
三
十
分
ほ
ど
歩
い
た
処
に
、
日
本
人
会
の

借
受
休
憩
所
が
あ
り
、
こ
こ
で
食
事
と
数
時
間
休
憩
を
し
、
開
城

の
収
容
所
へ
と
向
っ
た
。
私
達
は
三
十
八
度
線
を
越
え
た
安
堵

で
一
度
に
、
ど
っ
と
疲
労
感
が
出
て
歩
行
す
る
の
が
辛
ら
か
っ

た
。
こ
れ
は
全
員
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
私
は
長
女
を
背
負
い
、
妻

は
二
十
年
春
出
生
し
た
長
男
を
背
負
い
、
牛
歩
の
よ
う
に
歩
い
た

が
、
子
守
り
バ
ン
ド
が
両
肩
に
食
い
込
む
よ
う
に
痛
く
、
開
城
ま



で
は
全
く
長
い
長
い
道
程
で
あ
っ
た
。
や
っ
と
午
前
一
時
頃
、
テ

ン
ト
村
収
容
所
へ
辿
り
着
き
、
重
荷
を
下
ろ
し
た
。
平
壌
秋
乙
を

出
発
し
て
六
日
目
に
、
漸
く
親
子
無
事
開
城
入
り
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
収
容
所
に
は
、
検
疫
の
た
め
八
日
間
収
容
さ
れ
た
。
収
容

所
は
入
所
者
が
数
百
人
収
容
さ
れ
て
居
っ
た
と
思
う
。
八
日
間
の
生

活
中
、
病
気
、
栄
養
失
調
で
毎
日
数
人
づ
つ
死
亡
し
て
い
た
。
翌

日
は
米
軍
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
、
そ
の
死
骸
を
ど
こ
か
へ
運

ん
で
行
っ
た
。
自
分
も
何
時
こ
ん
な
立
場
に
で
も
な
っ
た
ら
と
思

う
と
思
わ
ず
背
筋
が
寒
く
な
る
思
い
が
し
た
。

こ
こ
で
も
私
達
一
行
は
無
事
に
終
り
、
開
城
駅
へ
向
っ
た
。

開
城
駅
か
ら
は
貨
物
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、
米
軍
の
乗
車
警
備
の
も

と
釜
山
駅
へ
と
走
っ
た
。
や
っ
と
釜
山
駅
に
着
い
た
の
は
九
月
十

四
日
で
あ
っ
た
。
当
日
は
釜
山
港
の
元
税
関
倉
庫
の
よ
う
な
所
へ

宿
泊
さ
せ
ら
れ
た
。
翌
十
五
日
、
米
軍
の
リ
バ
テ
ー
型
貨
物
船
へ

乗
船
さ
せ
ら
れ
、
同
日
夜
、
博
多
港
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
博

多
で
も
直
ぐ
上
陸
は
出
来
な
か
っ
た
。
検
疫
の
た
め
船
内
に
留
置

さ
れ
た
。
私
達
は
毎
日
、
船
の
底
か
ら
這
い
上
り
、
甲
板
か
ら
手

の
届
く
よ
う
に
見
る
陸
地
に
上
陸
出
来
ず
残
念
で
あ
っ
た
。

幸
い
船
の
缶
詰
生
活
も
事
故
も
無
く
終
り
、
待
ち
に
待
っ
た
上

陸
の
日
が
来
た
。
そ
れ
は
昭
和
二
十
一
年
九
月
二
十
二
日
で
あ
っ

た
。
皆
が
甲
板
で
歓
声
を
あ
げ
た
の
だ
。
上
陸
が
完
了
し
た
の
は
、

十
一
時
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
桟
橋
ま
で
援
護
局
係
官
、
婦
人
団

体
の
方
々
が
出
迎
え
て
く
れ
、
一
人
一
人
に
、
ご
苦
労
さ
ん
と
い

た
わ
ら
れ
た
時
は
、
思
わ
ず
涙
を
流
し
た
。
又
一
人
宛
握
り
飯

が
配
給
さ
れ
、
誰
一
人
と
し
て
泣
か
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
。
私

も
妻
や
子
供
達
の
手
を
握
り
、
大
粒
の
涙
に
濡
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
日
は
博
多
の
宿
舎
に
泊
り
、
翌
二
十
三
日
は
、
こ
れ
ま
で
長

期
間
苦
楽
生
死
を
共
に
し
た
同
僚
と
涙
で
別
れ
、
一
路
そ
れ
ぞ
れ

懐
し
の
故
郷
へ
と
向
っ
た
の
で
あ
る
。

私
達
親
子
は
、
二
十
四
日
夢
に
も
見
た
故
郷
へ
着
い
た
の
で
あ
る
。

一
年
以
上
音
信
不
通
で
生
死
不
明
の
家
族
が
四
人
共
、
無
事
突
然

の
帰
国
に
、
生
家
で
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ
の
晩
は
生
家
の
家
族

一
同
で
私
達
の
無
事
帰
国
を
心
か
ら
喜
ん
で
祝
っ
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
夜
か
ら
、
な
ん
の
恐
怖
感
も
無
く
、
ぐ
っ
す
り
安
眠

出
来
た
。
翌
日
は
親
類
の
挨
拶
回
り
等
し
て
終
っ
た
。
帰
国
は
し

て
見
た
が
、
今
後
の
生
活
に
つ
い
て
、
不
安
で
心
が
揺
れ
動
い
た
。

二
十
七
日
か
ら
毎
日
酒
田
市
方
面
に
職
探
し
に
出
歩
い
た
。
足
を



棒
に
し
探
し
た
が
職
が
な
く
二
日
間
は
終
っ
た
。
二
十
九
日
、
よ

う
や
く
運
輸
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
運
輸
省
第
一
港
湾
建
設
局
酒

田
港
工
事
事
務
所
の
小
使
と
し
て
採
用
が
決
り
、
勇
躍
、
帰
宅
を

し
た
。

昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日
よ
り
出
勤
し
、
そ
の
日
が
、
人
生

行
路
、
再
出
発
の
記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。
勤
務
箇
所
は
工
事

の
現
場
監
督
す
る
事
務
室
で
、
当
役
所
で
は
見
張
所
と
称
し
て
い

た
。
業
務
内
容
は
、
朝
の
掃
除
か
ら
始
り
、
便
所
、
倉
庫
等
の
清

掃
、
水
道
施
設
が
無
い
た
め
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
先
の
建
設
省

事
務
所
か
ら
の
貰
い
水
運
搬
、
そ
の
他
、
事
務
所
と
他
の
見
張
所

間
の
書
類
送
致
等
が
主
で
あ
っ
た
。
か
な
り
苦
労
の
多
い
仕
事
で

あ
っ
た
が
、
家
族
の
生
活
を
思
い
耐
え
忍
ん
で
頑
張
り
通
し
た

の
で
あ
る
。
業
務
も
約
一
年
で
石
材
検
査
係
へ
転
じ
、
後
、
倉
庫

係
と
な
り
、
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
付
傭
人
工
手
の
辞
令
を
受

け
た
。
二
十
五
年
に
は
技
術
員
工
手
、
二
十
七
年
四
月
一
日
付
で

事
務
員
に
任
命
さ
れ
た
。
三
十
年
四
月
に
は
、
運
輸
事
務
官
へ
昇

任
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
在
職
中
一
度
だ
け
、
管
内
事
務
所
を
統

轄
す
る
、
運
輸
省
第
一
港
湾
建
設
局
へ
転
勤
し
た
。
又
酒
田
の
事

務
所
へ
舞
い
戻
り
、
昭
和
五
十
三
年
に
退
職
し
た
の
で
あ
る
。

今
こ
の
長
い
人
生
行
路
を
振
返
る
と
き
一
度
は
戦
争
に
よ
り
丸

裸
と
な
っ
た
が
、
延
四
十
数
年
の
長
い
役
所
生
活
を
無
事
過
し
て

来
た
の
も
、
上
司
、
先
輩
、
同
僚
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
か
ら
当
地
、
遊
佐
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

選
出
さ
れ
、
二
期
目
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら
委
員
長
に
選
任

さ
れ
た
。
遊
佐
町
の
一
行
政
機
関
の
重
大
な
責
務
を
果
し
、
昭
和

六
十
二
年
十
月
同
職
を
退
職
し
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

父
と
娘
と
の
絆
　 

兵
庫
県
　
山
崎
虎
蔵
　 

私
は
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
、
朝
鮮
の
北
端
、
新
義
州
の

刑
務
所
に
侵
入
し
た
ソ
連
軍
の
手
に
よ
っ
て
、
平
安
北
道
警
察
部

員
と
、
新
義
州
警
察
署
の
日
本
人
警
察
官
百
余
人
が
逮
捕
さ
れ
て

収
容
さ
れ
た
。

こ
れ
は
八
月
七
日
北
鮮
に
侵
入
し
た
ソ
連
軍
が
、
私
た
ち
警
察

官
を
、
軍
人
同
様
に
戦
闘
員
と
見
な
し
て
、
そ
の
労
働
力
を
自
国




